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７
月19

〜
25　

夏
季
進
学
補
習

８
月20

〜
21　

夏
季
進
学
補
習

22
〜
24　

夏
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

28　
　
　

始
業
式
・
風
紀
検
査

29
〜　
　

進
学
補
習
開
始

　
　
　
　

３
年　

一
般
教
養
試
験

　
　
　
　

１
・
２
年　

実
力
テ
ス
ト

30　
　
　

３
年　

進
路
部
主
催

　
　
　
　
　
　

面
接
及
び
作
文
指
導

　
　
　
　

１
・
２　

進
学
模
試

31　
　
　

３
年　

進
学
模
試

９
月１

〜
２　

３
学
年
対
象
模
擬
面
接

６　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
人
権
研
修

14　
　
　

進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス（
３
年
）

15　
　
　

進
研
マ
ー
ク
模
試

21　
　
　

指
定
校
推
薦
者
保
護
者
会

10
月２　
　
　

体
育
祭

４　
　
　

体
育
祭
予
備
日

15
〜
17　

中
間
考
査

19　
　
　

風
紀
検
査

20　
　
　

秋
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

30
〜
11
／
２　

修
学
旅
行（
２
年
）Ａ

31
〜
11
／
３　

修
学
旅
行（
２
年
）Ｂ

11
月23　
　
　

中
学
生
保
護
者
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
見
学
会

26
〜
29　

期
末
考
査

12
月３　
　
　

３
年　

数
学
冬
季
補
習
開
始

４　
　
　

風
紀
検
査

10　
　
　

進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス（
１
・
２
年
）

14
〜
15　

油
山
祭

17　
　
　

進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス（
１
・
２
年
）

18　
　
　

終
業
式

※

赤
字
は
保
護
者
参
加

２
学
期
の
行
事
予
定

校
　
　
長

　
　
宮
　
崎
　
信
　
介

　
博
多
工
業
高
校
と
の
お
付
き
合
い
は
今
年
で
三
年
目
に
な
り
ま
す

が
、
関
わ
れ
ば
関
わ
る
ほ
ど
保
護
者
の
協
力
が
不
可
欠
と
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

　
本
校
は
創
立
以
来
約
八
〇
年
、
十
五
歳
の
若
さ
で
自
分
の
人
生
と
正

面
か
ら
向
き
合
い
、
進
む
べ
き
道
を
真
剣
に
考
え
、
そ
の
目
標
に
向

か
っ
て
礎
と
な
る
専
門
知
識
を
身
に
付
け
よ
う
と
決
意
し
た
生
徒
た
ち

を
迎
え
、
育
て
、
後
押
し
を
し
、
社
会
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
し
っ
か
り
と
築
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
昨
今
の
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
の
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
学
校
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
卒
業
生
た
ち

が
順
風
満
帆
に
己
の
足
で
進
ん
で
い
け
る
よ
う
、
先
生
方
が
毎
日
駆
け

ず
り
回
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
姿
が
、
こ
れ
か
ら
の
彼
ら
の
人
生
を
支

え
て
く
れ
る
の
だ
と
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
に
行
く
時
間
が
な
い
保
護
者
の
皆
様
は
、
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
も
し
、
わ
が
子
が
今
の
ま
ま
の
状
態
で
ご
自
身
の
会
社

に
入
社
し
て
来
た
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
大
人
の
言
う
こ
と
を

聞
い
て
動
く
「
お
利
口
さ
ん
」
は
戦
力
で
し
ょ
う
か
？
全
体
を
見
て
、

自
分
で
考
え
、
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
戦
力
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
保
護
者
の
皆
様
は
社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、
自
分
の
後
輩
を
、
部
下

を
指
導
す
る
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
接
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　「
子
育
て
」
か
ら
「
大
人
育
て
」
に
変
換
す
る
の
は
今
で
す
。
社
会

に
出
る
前
の
人
生
最
初
で
最
後
の
訓
練
期
間
を
、
学
校
と
協
力
し
合
っ

て
過
ご
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
が
わ
が
子
の
社
会
人
ス
タ
ー
ト

ダ
ッ
シ
ュ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
工
業
高
校
出
身
と
い
う
シ
ー
ド
権
を
手
に
し
た
彼
ら
に
、
身
内
だ
か

ら
こ
そ
言
え
る
、
社
会
人
と
し
て
の
過
ご
し
方
、
心
構
え
を
伝
授
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
柿
木
原
　
鋭
　
子

子
育
て
か
ら
大
人
育
て
へ

　
保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
に
対
し
ま
し

て
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
博
工
Ｐ
Ｔ
Ａ

新
聞
」
発
行
の
機
会
に
年
度
当
初
の
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
私
は
、
本
校
第
22
代
校
長
の
宮
崎
信
介
と
申
し
ま
す
。
昭
和
60
年
に
機
械
科

教
諭
と
し
て
採
用
さ
れ
、
博
工
一
筋
で
参
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
博
工
は
野
間

校
舎
か
ら
油
山
校
舎
へ
の
移
転
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
お
い
て
陸
上
部
の
砲
丸
投

げ
で
高
校
新
記
録
樹
立
で
の
優
勝
、
博
工
９
人
目
の
プ
ロ
野
球
選
手
の
誕
生
、

エ
コ
デ
ン
カ
ー
レ
ー
ス
で
の
日
本
一
達
成
な
ど
、
輝
か
し
い
成
果
を
見
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
る
就
職

困
難
期
に
先
生
方
と
協
力
し
就
職
率
100
％
を
達
成
す
る
な
ど
様
々
な
経
験
も
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
の
実
績
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
が
全
国
３
大

会
で
全
て
表
彰
台
へ
あ
が
る
快
挙
や
、
福
岡
県
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス

ト
の
旋
盤
部
門
と
家
具
工
芸
部
門
で
優
勝
し
九
州
大
会
出
場
、
そ
し
て
、
建
築

科
が
福
岡
県
工
業
高
校
生
徒
研
究
発
表
大
会
で
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
て
い
ま
す

（
２
年
連
続
の
受
賞
、
昨
年
度
は
機
械
科
）。
こ
れ
ら
の
実
績
は
、
県
内
は
も
と

よ
り
全
国
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
緑
豊
か
な
油
山
の
麓
、
広
大
な
敷
地
を
有
す
る
こ
の
博
多
工
業
高
校
は
、
今

年
で
創
立
78
周
年
を
迎
え
、
卒
業
生
も
１
万
７
千
有
余
人
を
数
え
る
歴
史
と
伝

統
を
誇
る
学
校
で
あ
り
ま
す
。
校
訓
『
質
実
剛
健
』
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
平

成
28
度
入
試
よ
り
学
科
募
集
制
度
を
採
り
入
れ
、
１
年
次
か
ら
、
特
色
あ
る
学

科
で
の
学
び
の
中
で
、
技
術
は
も
と
よ
り
生
徒
個
々
の
個
性
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
ま
で
面
倒
を
見
る
、
母
校
を
誇
り
に
思
い
、
母
校

を
愛
す
る
精
神
「
博
工
魂
」
を
継
承
し
、
時
代
に
則
し
た
人
材
の
育
成
を
目
指

し
て
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
市
民
の
負
託
に
応
え
る
学
校
づ
く
り
を
引
き
続

き
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
「C

h
allen

ge

博
工
」
を
学
校
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
進
路
実
現

(

進
路
保
障)

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
そ
し
て
「
も
の
づ
く
り
・
資
格
取
得
・
部

活
動
の
活
性
化
」
を
三
本
の
柱
と
し
て
、
生
徒
の
主
体
的
・
意
欲
的
・
積
極
的

な
挑
戦
を
促
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
こ
そ
「
日
本
一
の
工
業
高
校
に
な

る
」
と
い
う
目
標
と
楽
し
い
学
校
づ
く
り
を
達
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
単
に
自
由
で
な
ん
で
も
で
き
る
と
い
う
意
味
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ

ん
。
一
人
ひ
と
り
が
組
織
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
最
低
限
の
ル
ー
ル

を
守
り
、
相
手
を
思
い
や
る
心
を
持
っ
て
学
校
生
活
を
送
る
。
毎
日
朝
か
ら
、

学
校
で
知
識
や
技
術
を
楽
し
く
学
べ
る
、
部
活
動
や
資
格
取
得
に
全
力
で
取
り

組
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
表
題
に
有
り
ま
す
、「
為
す
べ
し
、
為
す
べ
し
」

は
、「
今
こ
そ
我
ら
」
と
続
く
校
歌
の
一
節
で
す
が
、「
今
こ
そ
」、
そ
の
日
本

一
の
工
業
高
校
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
と
も
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

為
す
べ
し
、
為
す
べ
し

な

な

「C
h
allen

ge

博
工
」

　
〜
日
本
一
の
工
業
高
校
に
な
る
〜

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を

　
　  

　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

事
前
に
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
ま
す
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

H

PTAバス研修
　６月10日㈰に、昨年度に続き「ものづくりコンテスト応援見学」を
中心に大牟田へバス研修を行いました。
　25名の保護者の皆様に参加いただき、雨にも合わず行程に沿って見
学を行いました。
　ものづくりコンテストでは、技術・技能を競う子どもたちの真剣な姿
に感動し、思わず見入ってしまいました。

　また、大牟田市石炭産業科学館では、日本の発展をエネルギー
面から支えた石炭。
　日本一の炭鉱の街として栄えた大牟田の歴史を学びました。
　貴重な体験と子どもたちのたくましい姿に心震わせた一日でした。
　来年度のPTAバス研修は立案中です。
　皆様のご参加お待ちしております。

企画委員長　黒　河　瑞　穂 会　　　長　柿木原　鋭　子（３年４組）
校　　　長　宮　崎　信　介（校　　長）
副　会　長　大　﨑　栄　弓（３年１組）
　　　　　　田　中　留美子（３年３組）
　　　　　　中　嶋　恭　子（２年２組）
　　　　　　岩　橋　みどり（２年５組）
副　校　長　福　岡　哲　朗（副 校 長）
書　　　記　石　井　祐　美（３年４組）
　　　　　　秦　　　康　男（教　　頭）
会　　　計　平　川　明日香（３年３組）
　　　　　　山　田　　　茂（事 務 長）
ＰＴＡ担当　白　石　和　義（インテリア科）
監　　　査　西　原　千　草（前副会長）
　　　　　　立　山　浩　文（地歴・公民科）

平成30年度PTA役員
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役　
　

職 

氏　

名 

ク
ラ
ス 

出
身
中
学
校

生

徒

会

長 

原　

田　

海　

渡 

３
ー
４ 

板　

付　

中

副

会

長 

坂　

本　

華　

梨 

３
ー
５ 

三　

宅　

中

書

記

長 

北　

原　
　
　

樹 

３
ー
４ 

城　

西　

中

Ｈ
Ｒ
委
員
長 

櫻　

場　

友　

太 

３
ー
６ 

筑
紫
丘
中

Ｈ
Ｒ
副
委
員
長 

竹　

田　

陸　

馬 

２
ー
１ 

城　

南　

中

生
活
委
員
長 

髙　

見　

颯　

介 

３
ー
５ 

花　

畑　

中

生
活
副
委
員
長 

渡　

邉　

龍　

也 

２
ー
３ 

前
原
西
中

学
習
委
員
長 

横　

松　

稜　

也 

３
ー
３ 

下
山
門
中

学
習
副
委
員
長 

齋　

藤　

雄　

輝 

２
ー
２ 

春
日
西
中

美
化
・
福
祉
委
員
長 

眞　

子　

和　

也 

３
ー
１ 

金　

武　

中

美
化
・
福
祉
副
委
員
長 

牧　
　
　

宏　

明 

２
ー
４ 

片　

江　

中

保
健
委
員
長 

杉　
　
　

智　

裕 

３
ー
６ 

那
珂
川
北
中

保
健
副
委
員
長 

古　

賀　

柚　

乃 

２
ー
７ 

大
野
東
中

体
育
委
員
長 

酒　

見　

将　

暉 

３
ー
２ 

那
珂
川
北
中

体
育
副
委
員
長 

灘　

邊　

皓　

聖 

２
ー
２ 

城　

西　

中

文
化
委
員
長 

弓　

川　
　
　

恋 

３
ー
７ 

田　

隈　

中

文
化
副
委
員
長 

田　

代　

輝　

音 

２
ー
５ 

長　

尾　

中

図
書
委
員
長 

宮　

原　

直　

希 

３
ー
７ 

長　

丘　

中

図
書
副
委
員
長 

廻　
　
　

ク
ラ
ラ 

３
ー
７ 

春
日
西
中

進
路
委
員
長 

安　

部　

慶　

生 

３
ー
４ 

春
日
東
中

進
路
副
委
員
長 

結　

城　

七　

海 

２
ー
６ 

那
珂
川
中

平
成
30
年
度
　
生
徒
会
役
員
一
覧

PTA実習見学

インテリア科 ２年

インテリア科 １年

画像工学科 １年

画像工学科 ２年

機械科 １年１組

機械科 ２年１組

機械科 １年２組

機械科 ２年２組

電子情報科 ２年

電子情報科 １年

　建 築 科 ２年

　建 築 科 １年

自動車工学科 １年

自動車工学科 ２年

　
　

　

■高校生クラス　第３位　博工Ｂチーム
・ドライバー　荒木　　純（江南中）・メカニック　松尾　一矢（太宰府東中）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本　幸誠（平尾中）
■高校生クラス　第４位　博工Ａチーム
・ドライバー　吉本　拓海（梅林中）・メカニック　松本　敦志（席田中）

団　体　藤木　　涼（3年那珂川南中）、片山　雄貴（3年那珂川南中）、
第５位　大塚　泰地（3年板付中）、田中　光樹（3年老司中）、
　　　　阪本　一馬（3年金武中）、高田　憲明（2年早良中）、
　　　　五島　　雅（1年那珂川南中）、山口　一歩（1年那珂川南中）

男子ダブルス　第８位　藤木　　涼（3年那珂川南中）、片山　雄貴（3年那珂川南中）

部活成績結果
バドミントン部

陸　　上　　部

県大会出場決定

県大会出場決定

バスケットボール部

省エネルギー研究部

ウインターカップ　2018　福岡県大会出場決定

北部九州大会出場決定

福岡県高等学校バトミントン中部ブロック予選会

男子三段跳び　第７位　13ｍ19　３年　中村　恒貴（那珂中）　
男子円盤投げ　第６位　30ｍ01　３年　安部　慶生（春日東中）
女子円盤投げ　第５位　34ｍ39　２年　津田　真衣（那珂川南中）
女子やり投げ　第８位　33ｍ59　２年　中沼　りん（花畑中）
女子ハンマー投げ　第８位　23ｍ39　２年　津田　真衣（那珂川南中）

福岡県高等学校　陸上競技中部ブロック予選会

女子円盤投げ　第４位　　　　　  ２年　津田　真衣（那珂川南中）

福岡県高等学校　陸上部県大会

Hondaエコマイレッジチャレンジ 第32回鈴鹿大会

　  ６月12日から６月22日の実習見学に沢山の保護者が、
訪れました。

　１・２年生の授業風景や各科の工場で、色々な機械や道具を使い普段
見る事の出来ない子どもたちの様々な表情を見学させて頂きました。
●普通科の参観とは違い、工業高校らしい参観で、とても楽しめました。
　めったに見たり入ったりできない工場に入ることができ、実習服を
着る我が子を見ることもないので、参加できてよかったです。
●子供が機械科を選んだ時に「機械科って何を学ぶの？」と疑問でした
が、今回の見学で、実際に見る事ができて良かったです。
●少人数のグループに分かれて作業しているのは、生徒たちも理解しや
すく、先生の目も届いて、いい状況だと思いました。
●高校に入って習う専門の分野ばかりだと思いますが、やはり希望した
学科なので、どの子も真剣に授業を聞いていて、その姿を見ることが
でき良かったです。



家具工芸部門　第１位
電子情報科３年
　宗田　睦月（長尾中）

旋盤作業部門　第１位
機械科３年
　木下　裕生（曰佐中）

自動車整備部門　第３位 自動車工学科３年
　吉本　拓海（梅林中）

　第62回九州地区高等学校ＰＴＡ連合大会が沖縄県那覇市で
開催されました。
　私は第二分科会「進路指導とＰＴＡ活動」に参加させて頂き
ました。各学校の進路に対する取り組みはそれぞれの地域で特
色のあるものばかりでした。
　日向高校では県内就職率が低迷していることを課題としてお
り、本人の社会人としての生活の認識不足、保護者の各企業に
対する情報不足が要因ではと分析されていました。本人が希望
しているからと任せるのではなく、社会人の先輩として、アド
バイスをすることも必要であると再認識した内容でした。
　奄美高等学校でも８４％は卒業と同時に島外へと巣立って行
くそうで、そのため故郷に誇りを持ち学んで行くことを根幹に
し、保護者と地域が密接に連携を取りながら郷土愛を育てる活
動をされていました。
　天草拓心高等学校では３年間を通じ、進学に対する意識作
り、体験を通じての学び、実践的な指導、社会人としての基礎
育成を課題とし、取り組まれていました。
　テレビ等で働き方改革など、仕事に対する考え方に変化が生
まれている現在。安易に決めた進路に進んだことで、自らその場
所を去ることを選択しないよう、保護者として、社会人の先輩と
して、子どもたちの進路に向き合うことが、社会に送り出す親と
しての務めではないかと改めて考えさせられた大会でした。

⑶　第81号 平成30年７月18日博 工 P T A 新 聞

　１年生の宿泊研修が４月30日～５月２

日の３日間、北山少年自然の家で行われま

した。２日目の登山では、往復18㎞を学

年全員で完歩することが出来ました。野外

炊飯は雨の中でしたが、どの班も楽しそう

に仲間同士の交流を深めていました。

　最終日の集団行動発表会では、どのクラスも科の先輩の指導のもと、持て

る力の限りを発揮した素晴らしい発表内容でした。優勝は１年１組でした。

平成30年度

 １年生宿泊研修
機械科
工場見学

５月31日

画像工学科
朝日プリンテック福岡工場

６月６日

画像工学科
印刷情報産業展

６月１日

第17回　高校生
  ものづくりコンテスト  福岡大会

九州大会出場決定！

県大会上位入賞者！

　競技の前は、緊張していま
した。けれど、競技が開始
し、作業を始めると、次第に
緊張も解け、練習通りの力が
発揮できたのでよかったで
す。九州大会に向けて、さら
に努力します。

　今年３月から始め、慣れな
い作業で優勝するために努力
し続けてきました。大会では
緊張の中でなんとか作品を作
り上げることができ、６人の
選手の中で１位になることが
できました。

　２年間練習をして、優勝を
目指し出場しましたが、３位
という結果で悔しいです。来
年の出場者には、優勝しても
らいたいです。

第62回 九州地区 
 高等学校PTA連合大会

結 沖縄大会に参加して
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バレーボール部ソフトテニス部

バドミントン部
卓 球 部バスケットボール部

剣 道 部

柔 道 部弓 道 部

硬式テニス部

ハンドボール部

陸 上 部

サッカー部

野 球 部

　

演劇同好会

数学研究同好会

ダンス部ロボット部

囲碁・将棋部
省エネルギー研究部

国際文化交流部

放 送 部

茶 道 部

写 真 部

音 楽 部無線工作部

美 術 部

漫画研究部

軽音楽部コンピュータ部

　

部活動紹介

ツバキチ博工イメージ
キャラクター
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七 騎 闘 戦

第20回 福岡県
工業高等学校

ロボット競技会

会場：福岡県小倉工業高等学校 体育館
日程：平成30年８月25日～26日

平成30年９月６日

演題：命の大切さを歌と語りで　　講師：高橋亜美

結果　ロボット部
「博工流れ」チームで出場
８位入賞と技術賞を獲得

第18回 九州地区高等学校
工業系生徒研究成果発表大会

日時：平成30年７月26日㈭
会場：宮崎市民プラザ

親子ものづくり

兼 第26回 全国高等学校
ロボット競技会大会予選

PTA人権研修会

　

工
業
高
校
の
も
の
づ
く
り
を
発

表
す
る
福
岡
県
大
会
「
福
岡
県
工

業
高
等
学
校 

生
徒
研
究
発
表
会
」

に
お
い
て
、
建
築
科
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
、
九
州
大
会
へ
と
進
み

ま
し
た
。
７
月
、
九
州
地
区
の
工

業
系
教
員
450
名
の
前
と
い
う
大
舞

台
で
発
表
を
行
い
、
見
事
『
最
優

秀
賞
』
を
受
賞
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
受
け
、
教
育
長
や

教
育
委
員
の
方
々
の
前
で
報
告
の

機
会
を
頂
き
、
再
現
模
型
を
用
い

た
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
命
の
大
切
さ
を
歌
と
語
り
で
」
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
共
感
し
て
も
ら
い
た
い
、
大
好
き
な
人
と
つ
な

が
る
時
間
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」
と
歌
を
交
え
て
、

辛
い
体
験
、
仲
間
と
の
関
係
を
変
え
て
く
れ
た
先
生

と
の
出
会
い
、
父
親
の
気
持
ち
を
知
っ
た
出
来
事
な

ど
多
く
の
体
験
を
話
し
て
く
だ
さ
り
「
愛
を
い
っ
ぱ

い
伝
え
て
く
だ
さ
い
」
と
何
度
も
言
わ
れ
た
こ
と
が

印
象
的
で
し
た
。

　

つ
い
感
情
に
流
さ
れ
た
言
葉
を
か
け
が
ち
で
す
が

我
が
子
は
大
切
な

存
在
で
あ
る
こ
と

を
思
い
出
す
こ
と

で
、
伝
え
る
言
葉

に
変
化
が
生
ま
れ

「
親
子
関
係
で
悩

む
こ
と
が
少
し
ず

つ
減
っ
て
い
く
の

で
は
」
と
考
え
さ

せ
ら
れ
る
講
演
で

し
た
。

　今年も８月５日㈰に、三重県鈴鹿市にある鈴鹿サー
キットで行われた「SUZUKA　ENE-1GP 全国大会」
に出場しました。ENE-1GPとは、単三充電池40本の
電気エネルギーで、サーキット３周の走行タイムを競
うスピードレースです。Ａチーム（自動車工学科２
年、山本幸誠君〈平尾中出身〉と小里幸也君〈城南中
出身〉）、Ｂチーム（同科３年、吉本拓海君〈梅林中出
身〉と松本敦志君〈席田中出身〉）の２チームで出場
し、Ｂチームが平均速度55km/ｈ以上のスピードで
走行し、高校生クラス３位入賞を果たしました。

博工建築科における知的財産学習～『MADE in HAKKO』を目指して ～
発表者：建築科３年　角田 純一・板谷 伊織・中原 未裕・永安 翔・古城 咲人

最優秀賞受賞

日時　H30 ８月５日㈰　　会場　鈴鹿サーキット

【博工Ｂ】エンジン主要部分の再作製と改良、カウル
再作製による大幅な軽量化に加え、電子制御によるド
ライバーの運転操作軽減、メカニックの作業性向上対
策により、昨年度よりも大きく成績を伸ばすことがで
きました。
【博工Ａ】フレームとカウルの小型化による空気抵抗
削減、ホイール14インチ化による小型化とそれに伴
う改造、エンジンのFIシステム見直しを行いました。
ハブの破損というトラブルに見舞われながらもなんと
か完走し表彰台に乗ることができました。

日時　H30 年８月５日㈰　　会場　HSR九州

2018 SUZUKA
ENE-1 GP

Hondaエコマイレッジチャレンジ2018
第34回 九州大会

CDアルバム
「あなたとわたし」
　　　　高橋亜美

高校生
クラス
第３位

博工Ｂ
優　勝

博工Ａ
第４位

生徒のハッキ
リとした声が

　　　廊下に
響いていまし

た。

PTA模擬面接３学年対象

7月28日㈯
～29日㈰
市役所 １F

9月1日㈯・２日㈰

省エネルギー研究部

多面的視点を鍛え
るのに役立つ

　貴重な時間が持
てたと思います。

資料等をしっかり読み込んでいる　　　　生徒もいて感心しました。



体育祭終了後

ホッと一息

３年生とパネル
スナップ

先生！
それアリ！？

平成30年度 体育祭
2018.10.2

大縄跳び

借物競争

つなひき

騎馬戦

リレー

ドーナツで
愛の２人３脚 生徒入場
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第68回 全国高等学校
PTA連合会 佐賀大会
８月20日㈪・21日㈫

PTAウェア下校指導　生活委員会

9月28日の花壇清掃は
大雨の為 中止になりました。

７月13日㈮
PTA
参加競技
10月２日㈫
体育祭

　９月16日㈰にミリカローデン那珂川にて
『にしてつバスまつり』が行われました。
　機械科３年１組が課題研究で製作した電気

機関車を出展し、子供から大人まで約600人
に乗車していただきました。
　みんな笑顔で楽しい時間を過ごしました。

平成30年度
『にしてつバスまつり』博工電気機関車を出展

９月16日㈰　ミリカローデン那珂川

今後PTA活動の際、
役員および担当委員が着用します。

　本校の台湾への修学旅行は７年目となります。今年は福岡－台湾便の減便により、２学年をＡ団、Ｂ団の2つに分けての実

施となりました。出発日が１日違いとなりましたが、11月１日には全クラスが一同に集まり、高級中華中学校（台湾の高校）

との学校交流が行われました。２組川添君と３組浅野さんの英語でのスピーチに始まり、ダンス部のパフォーマンス、バスケッ

トボール部の交流試合などが行われました。生徒たちは言語の壁を越えてたいへん盛り上がっていました。３泊４日の日程では

名所観光、現地大学生との交流も行い、貴重で有意義な体験ができ、良い修学旅行となりました。　　２学年主任　森口　耕児

10.30▶11.2

10.31▶11.3

修学旅行 in TAIWAN

Aside

Bside

Aside

Bside

１日目：福岡空港➡桃園空港➡故宮博物院／
　　　　忠烈祠交代式／土産物店➡夕食➡ホテル

２日目：ホテル➡台北市内判別研修➡土産物店➡夕食➡
　　　　台北101➡ホテル

３日目：現地校交流➡九份観光➡夕食➡銀河夜市➡ホテル

４日目：ホテル➡六福村➡桃園空港➡福岡空港

（Ｂ団は３日目）

（Ｂ団は２日目）

◆
旅
行
日
程
◆
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親
思
う

校　

長

　

宮　

崎　

信　

介

 

親
思
う　

心
に
ま
さ
る
親
心

　

  

今
日
の
お
と
ず
れ　

な
ん
と
聞
く
ら
ん

　

三
年
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お
め
で
と
う
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
本

校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
子
様
の
高
校
卒
業
に
感
慨
も
ひ

と
し
お
の
こ
と
と
お
察
し
い
た
し
ま
す
。
今
日
を
迎
え

る
ま
で
、
決
し
て
平
た
ん
な
道
の
り
で
は
な
か
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

三
年
生
の
皆
さ
ん
、
博
工
で
の
高
校
生
活
は
い
か
が

で
し
た
か
。
特
に
、
三
年
時
の
体
育
祭
や
油
山
祭
（
文

化
祭
）
な
ど
、
ど
れ
も
過
去
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
完
成

度
の
高
い
も
の
で
し
た
。

　

生
徒
会
を
中
心
に
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
主
体
性
を

も
っ
て
活
動
す
る
姿
や
日
本
一
を
自
負
す
る
言
葉
は
、

「
博
工
魂
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
来
校
者
に
感
動
と
元

気
を
供
す
る
も
の
だ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
。

　

冒
頭
の
歌
は
、
明
治
維
新
の
志
士
を
多
く
育
て
た
吉

田
松
陰
の
歌
で
、
い
つ
ま
で
も
こ
ど
も
を
温
か
く
見

守
っ
て
い
る
と
い
う
親
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
特
に
高
校
時
代
の
保
護
者
の
皆
様
の
支
援
や
思
い

は
格
別
で
あ
り
、
自
立
し
て
欲
し
い
、
親
を
乗
り
越
え

て
い
っ
て
欲
し
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
三
年
生

の
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
そ
の
意
を
感
じ
取
り
、
行
動
し

て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

三
年
生
と
保
護
者
の
皆
様
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
幸

多
か
れ
と
祈
念
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

大
人
に
な
る
皆
さ
ん
へ

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
　
　

柿
木
原　

鋭　

子

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
三
年
間
は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
輝
く
思
い
出
と
な
っ
た

で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
が
歩
き
始
め
る
大
人
と
し
て
の

長
い
長
い
人
生
に
は
、
必
要
不
可
欠
な
支
え
と
な
り
ま
す
。
楽

し
か
っ
た
思
い
出
ば
か
り
が
必
要
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

辛
か
っ
た
、
苦
し
か
っ
た
、
ど
う
に
か
乗
り
越
え
た
。
そ
れ
も

将
来
輝
く
宝
物
に
な
る
の
で
す
。
皆
勤
を
狙
っ
た
か
ら
、
熱
が

あ
っ
た
の
に
登
校
し
た
と
か
、
進
級
が
危
う
く
て
冷
や
冷
や
し

た
と
か
。

　

こ
れ
か
ら
進
む
大
人
の
時
代
は
、
果
て
し
な
く
険
し
く
長
い

道
の
り
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
親
や
先
生
が
解
決
し
て
く
れ
た
こ

と
も
、
自
分
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
行
動
の
す

べ
て
に
責
任
が
伴
い
ま
す
。
自
分
の
力
量
を
見
極
め
、
そ
の
範

囲
内
で
行
動
す
る
。
そ
し
て
そ
の
力
量
を
日
々
の
努
力
で
少
し

ず
つ
増
や
し
て
い
く
の
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。
ど
う
か
努

力
を
怠
ら
ず
、
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
大
人
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
か
ら
先
、
必
ず
人
様
の
協
力
が
な
け
れ
ば
進
め
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
喜
ん
で
支
え
て
貰
え
る
人
に
な

る
た
め
に
も
、
自
分
が
他
人
を
支
え
る
こ
と
の
で
き
る
力
と
人

間
力
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

将
来
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
、
輝
く
思
い
出
と
、
仲
間
を
思
い

出
し
、
周
囲
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
、
力
強
く
歩
い
て
行
か
れ

る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

駅伝区間賞
１区　毛利　大成　１年１組　6分35秒

１区　山口　健斗　２年１組　6分35秒

２区　井筒　蒼太　２年１組　6分28秒

３区　志土地裕月　２年６組　6分38秒

４区　斎藤　雄輝　２年２組　6分48秒

４区　岡　　飛翼　２年５組　6分48秒

５区　永田　龍星　１年１組　6分44秒

６区　竹田　陸馬　２年１組　6分39秒

７区　日野鴻之介　２年１組　6分29秒

冬季校内競技大会
2019.1.16

駅　　　伝

１位　２年１組

２位　１年１組

３位　２年６組

団体駆け足

１位　３年１組

２位　２年１組

３位　２年４組
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卒業生に贈る言葉
三学年主任　竹　次　賢　剛　

　ご卒業おめでとうございます。勉学にいそしみ、友情をあたためた学校と

も、いよいよお別れです。楽しかったこと、苦しかったこといろいろな思い出

を胸に刻んできたことと思います。今では、学校行事のたびに最上級生とし

て下級生をまとめあげ、最近では特に堂々としていて、心から頼もしく思い

ます。この経験値を貴重な財産として、これからも失敗を恐れず自信をもっ

てチャレンジして行ってください。本当の勉強は、これからです。新しい世

界に飛び込む勇気を持ち、この三年間で培ってきたものを存分に発揮して、

じっくり時間をかけて頑張ってください。さらに大きく成長してください。私

にとって君達は自慢であり、尊敬できる学年です。

　今後、皆さんが夢に向かって活躍できることを期待しています。本当に三

年間、楽しませてくれてありがとうございまた。

三年完
三年一組（機械科）　藤　井　俊　介　

　卒業おめでとうございます。また保護者の皆様方、三年間お疲れさまでし

た。いろいろと大変だったとは思いますが、無事にこの日を迎えることがで

きました。ご理解ご協力ありがとうございました。

　さて博多工業高校での三年間はどうでしたか。四月からは社会人になりま

すね。君たちが言っていた「自立」や「責任」というキーワードは確かに大

事ですが、最初からいろいろ考えるよりも一生懸命頑張っていけば必ず道は

拓けると思います。疲れたときは、楽しかった高校生活を思い出してくださ

い。それでもうまくいかなかったときは学校に戻ってきてください。

　私は君たち三年一組の永遠の担任です。

　とりあえず私も三年完。

人は「情」で動く
三年四組（建築科）　長　﨑　　　昭　

　三年生の皆さん御卒業おめでとうございます。

　今後の社会は、人工知能やロボットが人間に代わって仕事をする分野が増

えることが予測されていますが、「情」というものは人間にしかありませ

ん。人は、「情」で動く生き物だといわれます。

　皆さんは今後の人生で、人の「情」に助けられる場面が数多くあると思い

ます。ただし、この他人の「情」をつかむのは簡単なことではありません。

まずは信用を得ることから始めなくてはいけません。これもすぐにできるこ

とではありません。日常すべての行いにかかっています。

　焦らず、じっくりと時間をかけて信用される社会人になってください。そ

して、人と人との繋がりを大事にし、「情」で回りを助ける人間になってく

ださい。

人は「情」で動く
三年四組（建築科）　長　﨑　　　昭　

　三年生の皆さん御卒業おめでとうございます。

　今後の社会は、人工知能やロボットが人間に代わって仕事をする分野が増

えることが予測されていますが、「情」というものは人間にしかありませ

ん。人は、「情」で動く生き物だといわれます。

　皆さんは今後の人生で、人の「情」に助けられる場面が数多くあると思い

ます。ただし、この他人の「情」をつかむのは簡単なことではありません。

まずは信用を得ることから始めなくてはいけません。これもすぐにできるこ

とではありません。日常すべての行いにかかっています。

　焦らず、じっくりと時間をかけて信用される社会人になってください。そ

して、人と人との繋がりを大事にし、「情」で回りを助ける人間になってく

ださい。

今後の活躍を
三年五組（画像工学科）　浦　津　翔　平　

　三年五組の皆さん、卒業おめでとうございます。

　このクラスの担任になって驚いたのは、男子と女子の分厚い壁（笑）

心配事を抱えたまま体育祭・修学旅行・駅伝大会などの行事を迎えました。

するとなんということでしょう。

　あの分厚かった壁がなくなりました。（担任の心配は何だったんだろうか）

行事の中で応援したり、協力し合うことでクラスにまとまりができていまし

た。後輩への指導や、係との連携を通して、一人ひとりも成長できましたね。

　そんなクラスももう卒業です。四月からはそれぞれの進路先へ旅立ち、新

しい環境での出発です。環境の違いに初めは戸惑うかもしれませんが、皆さ

んなら乗り越えられることでしょう。

　皆さんの今後の活躍を期待しています。

電気機関車の製作 ～僕の夢走れ！！ 工電気機関車二号～
平成30年度 第28回生徒研究発表会　優良賞  機械科
2019年1月17日㈭

祝 

卒
業
　
三
年
生
の
先
生
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　平成30年度　生徒研究発表会が、福岡工業大学FITホールで実施されました。
　今年度は、博多工業高等学校からは機械科が代表として、研究テーマ「電気機関車の制
作」で出場しました。
　結果は、県代表の工業高校12校参加の中、優良賞（3位相当）を受賞しました。
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頑張れ
三年二組（機械科）　中　野　賢　二　

　三年二組の皆さん卒業おめでとう。入学したときは不安でいっぱいだった

のがウソのように堂々と落ち着いてこの日を迎えてくれました。無事に卒業

できるのが喜ばしいです。

　この学校では充実した三年間を過ごせましたか？悩んだり苦しんだりもし

ましたか？三年間は長いようであっという間でした。お互い頑張ったね。四

月からは自由です。是非夢を見てください。楽をするのではなく、努力を重

ねて楽しい人生を送って欲しい。私は努力する人の姿は美しいと思います。

　近年未曽有の災害が続いています。この時代に生まれ、成長し、社会に出

ていく君たちに私が願うことは一つ。人の役に立つ人物になってください。

「人のお世話にならぬよう。人のお世話をするように。そして報いを求めぬ

よう」。後藤新平氏の言葉です。頑張れ！

私も成長した…よね？
三年三組（インテリア科）　宇　野　朱　里　

　三年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。卒業式当日まで嫌ごとを

言わないために、ここに記します。

　今日までは、「だって先生が…」とか、「知りませんでした」等と、全て私

や科の先生の行動、発言を言い訳に散々逃げ散らかしてきましたね。そう

いった甘えは今後一切通用しません。己の力で生きてください。ひたむきに

行動していれば、たとえ辛い時期があっても必ず味方になってくれる人達に

巡り合うでしょう。今の私がそうであるように…。

　最後に初めての担任で保護者の皆様にも沢山のご心配とご迷惑をおかけし

たかと思います。

　私自身、皆様からの励ましの言葉のお陰で今日を迎えることができまし

た。本当にありがとうございました。

「無事下克上達成！」
三年六組（自動車工学科）　合　屋　貴　春　

　この三年間を振り返ると、君たちは良い成果を上げてくれました。全員一

発合格した三級機械保全技能士。クラスマッチのバスケットボールは毎回優

勝。体育祭では渡る背中で優勝。そしてクラス全員ジュニアマイスターシル

バー以上到達。

　この成果はクラス目標である下克上を十分に成し遂げた証です。

　最近君たちの表情がとても清々しく感じています。この表情のまま、これ

から先の長い人生を過ごしてくれたらと思っています。

　私のような担任であったのに、三年間挫けずに頑張ってくれてありがと

う。これだけでも君たちは立派に成長したと思います。

　易きに流されず、たくましく生きてください。

時を掴みチャンスを逃すな
三年七組（電子情報科）　朴　木　勇　一　

　三年七組の皆さん卒業おめでとう。私の三十五年間の中で、三年生の担任

として社会に送り出した生徒は、あなた方で二百九十二人になります。西暦

二千年という区切りの年に生まれ、博多工業では、類コース制から学科募集

に変わる年に入学し、平成から新元号に変わる年に社会に出て行く君らほど

幸運に恵まれた人たちはいなかったと思います。学科募集における資格取得

のあり方の改革において多くの国家資格や検定を取得することができ、就職

試験においては、例年になく多くの求人とかけ離れた合格率を得ることがで

きました。しかし、これは幸運だけではなく、あなた方の努力があってこそ

成し遂げられた結果だと思います。これから君たちは、多くの課題にぶつ

かっていくと思いますが、もって生まれた幸運を生かし、努力を重ねること

で、その時その時のチャンスを逃さず掴み取ってください。

マナー礼法スキルアップ講習会
「夢を実現させるために！」
　～マナーはあなたの個性を創る～
講師
　インターナショナルエアアカデミー
　学院長　嶋田　嘉志子

2019年1月25日㈮
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業
　
三
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今
回
発
刊
の
広
報
紙
が
編
集

の
都
合
に
よ
り
記
事
が
時
系
列

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
の
広
報
委
員
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
本
部
、
各
委
員
会
、
先
生

方
に
取
材
協
力
を
い
た
だ
き
、

無
事
に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
後
も
広
報
委
員
会
へ
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

編

集

後

記

生活委員会

♣11月9日に清掃活動を行いました。♣1月18日に下校指導を行いました。

予餞会

　先輩たちの残した足跡のひとつ
ひとつを大切にし、また次へと継
いで行きます。
　先輩たちは自分が決めたそれぞ
れの道へ突き進んでください。

於：南市民センター

2019.2.1
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